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新
春
企
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年
男
年
女  

　 

今
年
は
戌
年
♪
☆
年
齢
は
平
成
30
年
の
誕
生
日

　
時
点
の
満
年
齢
で
す
。
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フォトリポート
平成29年度水俣市総合防災訓練 ほか
まちのわだい
第64回水俣市民文化祭 ほか

2月4日㈰は
「水俣市長選挙」投票日です。
持っていますか？
「マイナンバーカード」
市役所からのお知らせです
児童生徒の学用品費などを援助する制度があります ほか

聞かせてください、あなたの意見
パブリックコメント募集
連載
ここカラ／GO！豪！グレッグ

暮らしの情報
「ローカルビジネスサミット2018」開催 ほか
みな図書 日本一の読書のまちづくり
市長コラム「東奔西走」

水俣市長選挙に伴う 水俣未来づくり
公開討論会
あなたのお店も登録しませんか？
「消防団応援の店」を募集します
暮らしのカレンダー

がまだす水俣ひと辞典
水俣市漁業協同組合マガキ養殖部会長 金子満博さん
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

人口の動き －12月末日現在－

  （－16・－391）
  （ －5 ・－174）
  （－11・－217）
  （ －4 ・  －93）

25,102人
11,692人
13,410人
11,835世帯

●人　口
　　男
　　女
●世帯数

前月比・前年同月比

今月の表紙
 新しい1年の始まり

1月1日の早朝、初日の出を見ようとた
くさん人が亀嶺峠の頂上に。新年の
美しい朝日が差しすと同時に歓声が
上がりました。（１月１日撮影）
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受
章
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、大

川
生
雄
さ
ん（
市
政
功
労
章
・
自
治

振
興
）が「
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
26
年
９
カ
月
活
動
し
て
き
た
。長

年
活
動
へ
の
理
解
を
示
し
て
く
れ
た

家
族
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。現
在

は
村
丸
ご
と
生
活
博
物
館
の
代
表

と
し
て
国
内
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。今
後
も
地

域
の
中
の
一
員
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

　　

以
下
に
、今
回
の
受
章
者（
敬
称

略
）と
、受
章
理
由
な
ど
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

市
政
功
労
章（
自
治
振
興
）

　

大お
お
か
わ川

生い
く
お雄（

73
歳
・
大
川
）

　

昭
和
37
年
４
月
に
就
農
し
、昭
和

59
年
７
月
か
ら
平
成
29
年
４
月
ま

で
通
算
26
年
９
カ
月
農
業
委
員
と

し
て
活
躍
し
、後
継
者
、担
い
手
の

相
談
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
７
月
に
水
俣
市
農
業

委
員
会
会
長
、平
成
23
年
に
熊
本
県

農
業
会
議
常
任
委
員
と
し
て
県
下

の
農
業
転
用
許
可
申
請
の
審
査
を

行
い
、農
業
委
員
会
で
も
非
農
地
証

明
通
知
や
太
陽
光
発
電
の
諸
問
題

な
ど
に
対
し
て
適
正
な
事
務
執
行

の
指
導
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、遊
休
農
地
を
利
用
し
て

食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、小
学
生

と
一
緒
に
米
、大
根
、サ
ラ
ダ
玉
ね

ぎ
を
栽
培
し
、学
校
給
食
へ
の
利
用

や
自
ら
の
農
業
体
験
、市
民
へ
の
農

産
品
の
無
料
配
布
な
ど
農
業
を
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
る
機
会
を

つ
く
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
事
業
と
し
て
、

農
業
委
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
荒

廃
農
地
を
開
墾
し
、レ
ン
ゲ
畑
に
復

元
し
、農
地
斡
旋
に
尽
力
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
水
俣
市
表
彰
式

３
人
と
５
団
体
を
表
彰

　

市
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
や

団
体
な
ど
を
市
が
表
彰
す
る「
平
成

29
年
度
水
俣
市
表
彰
式
」を
11
月
27

日
、秋
葉
会
館
で
行
い
ま
し
た
。今

年
度
は
、市
政
功
労
章
に
１
人
、善

行
章
に
４
団
体
・
２
人
、功
績
章
に

１
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、西
田
市
長
が
表
彰

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、受
章
者
一

人
一
人
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

大川生雄さん 謝辞

水
俣
市
表
彰
式

　
　

善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
水
俣
製
造
所（
野
口
町
）

　

同
社
グ
ル
ー
プ
会
社
の
移
転
に

よ
っ
て
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
薮や
ぶ
さ
ば
し

佐
橋（
汐
見
町
）に
、歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
新
た
に
歩
道

橋
を
設
置
し
ま
し
た
。こ
の
歩
道
橋

は
水
俣
第
二
小
学
校
の
児
童
に
よ

っ
て「
な
か
よ
し
橋
」と
名
付
け
ら

れ
、平
成
28
年
３
月
28
日
に
は
、完

成
を
祝
っ
て
地
域
の
関
係
者
や
通

学
で
利
用
す
る
地
元
小
学
生
な
ど

約
40
人
が
参
加
し
て
、渡
り
初
め
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、歩
道
橋
に
係
る
土
地
や

建
造
物
を
市
へ
譲
渡
す
る
手
続
き

を
行
い
、平
成
28
年
11
月
７
日
に
水

俣
市
へ
寄
贈
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

橋
梁
な
ど
の
整
備
に
お
け
る
本

市
の
財
政
負
担
の
軽
減
の
他
、歩
道

と
車
道
の
区
分
に
よ
る
地
元
小
学

生
や
高
齢
者
な
ど
歩
行
者
の
安
全

確
保
や
自
動
車
運
転
の
利
便
性
の

向
上
、そ
し
て
市
民
の
交
通
安
全
へ

の
意
識
向
上
に
も
大
い
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

南
九
州
セ
ン
コ
ー
㈱（
港
町
）

　

セ
ン
コ
ー
グ
ル
ー
プ
が
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業

と
し
て
、平
成
28
年
12
月
22
日
に
水

俣
市
へ
５
０
０
万
円
の
寄
附
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
寄
附
金
を
主
な
財
源

と
し
て
、福
祉
分
野
で
使
用
す
る
29

人
乗
り
バ
ス
を
購
入
し
、平
成
29
年

６
月
18
日
に
市
役
所
仮
庁
舎
に
お

い
て
福
祉
バ
ス
の
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
水
俣
市
か
ら
芦
北
支

援
学
校
高
等
部
佐
敷
分
教
室
に
通

う
生
徒
は
、お
れ
ん
じ
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
保
護
者

な
ど
の
自
家
用
車
に
よ
る
送
迎
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。車

両
購
入
に
お
け
る
本
市
の
財
政
負

担
の
軽
減
の
他
、今
後
は
福
祉
バ
ス

の
送
迎
に
よ
り
、障
が
い
な
ど
を
抱

え
る
生
徒
に
と
っ
て
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、保
護
者
な
ど
の
自
家
用
車
に
よ

る
送
迎
の
負
担
軽
減
に
も
大
い
に

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
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善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

戸と
じ
ま嶋
和か
ず
お
夫（
70
歳
・
福
岡
市
）

　

水
俣
の
元
気
づ
く
り
の
た
め
に

個
人
で
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
行

い
、本
市
の
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

※
表
彰
式
当
日
は
、都
合
に
よ
り
欠

席
。集
合
写
真
で
は
前
列
右
端
の
梅

下
政
策
推
進
課
長
が
表
彰
状
を
持

っ
て
撮
影
。

水俣市表彰式

善
行
章（
環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
）

　

10
区
老
人
会（
宝
川
内
）

　

平
成
17
年
か
ら
宝
川
内
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
美
化
作

業（
除
草
、側
溝
な
ど
の
清
掃
、花
壇

の
手
入
れ
）を
年
２
回
程
度
続
け
て

い
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
前
の
広
場
を
整
地
し
、グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
練
習
場
な
ど
と
し
て
活

用
し
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　
　

功
績
章（
ス
ポ
ー
ツ
）

　

水み
な
ま
た
こ
う
と
う
が
っ
こ
う

俣
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部ぶ　

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
第
72
回

国
民
体
育
大
会（
愛
媛
県
）で
、少
年

男
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ヤ
ッ

ク
ペ
ア
で
小
島
大
輝
・
伊
藤
光
太
郎

ペ
ア
が
５
０
０
ｍ
で
５
位
入
賞
、同

２
０
０
ｍ
で
も
５
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

少
年
女
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
カ

ヤ
ッ
ク
ペ
ア
で
は
上
田
あ
や
め
・
竹

下
嘉
乃
ペ
ア
が
５
０
０
ｍ
で
７
位
入

賞
、同
２
０
０
ｍ
で
は
８
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
６
月
の
熊
本
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

５
０
０
ｍ
で
７
連
覇
。女
子
総
合
腕

は
６
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
　

善
行
章（
奉
仕
活
動
）

21
区
子
供
見
守
り
隊（
八
ノ
窪
）

　

平
成
16
年
５
月
に
八
ノ
窪
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
メ
ン
バ
ー
の
有
志
６

人
で
結
成
さ
れ
、21
区
の
水
俣
第
二

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
詳
細
を
決
め
て
パ
ト
ロ

ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
毎
月
１
日
、15
日

に
下
校
時
の
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
、交
通
指
導
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
不
審
者
に
対
し
て
は
声
か

け
を
行
い
、子
ど
も
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

善
行
章（
環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
）

　

牧
一
幸（
67
歳
・
丸
島
町
）

　

所
有
者
が
遠
方
に
居
住
の
た
め

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
畑
を
長
期

間
に
わ
た
り
年
間
を
通
じ
て
草
刈

り
な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。害
虫
予

防
対
策
に
も
な
り
、周
辺
の
環
境
美

化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

左から水俣高校カヌー部（4 人）、
大川生雄さん、JNC ㈱水俣製造所、
南九州センコー㈱、21 区子供見守
り隊（4 人）、10 区老人会、牧一
幸さん

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
 61
・
１
６
０
３
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フォトリポート

　

11
月
19
日
に
、市
内
各
地
で
平

成
29
年
度
水
俣
市
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、８
時
30
分
に
八
代
海

で
Ｍ
７
・
９
の
地
震
が
発
生
し
た

と
想
定
。水
俣
市
で
震
度
６
強
の

地
震
を
観
測
し
、５
分
後
に
は
津

波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、家
屋
の

倒
壊
、浸
水
被
害
、土
砂
災
害
が

懸
念
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
３
千
人
以
上
の
市

民
が
参
加
し
、８
区
で
は
、は
し

ご
車
を
使
っ
て
救
助
訓
練
が
行

わ
れ
、17
区
で
は
救
急
救
命
の
方

法
や
消
防
車
内
の
展
示
、防
災
に

関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

水
俣
高
校
で
は
生
徒
や
市
民

約
７
０
０
人
が
避
難
訓
練
の
他
、

初
期
消
火
訓
練
や
救
助
訓
練
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

１・4_ 水俣高校で初期消火訓練とバケツ
リレー訓練　２_ 水俣高校の生徒も避難
訓練　3_ 水俣高校の体育館には地域住
民も避難　５_ はしご車での訓練　６_
市役所内での図上訓練　７_ 消防車内の
展示　８_ 消防士による救急救命の指導
　９_ 自衛隊車両の展示　10_ 炊き出し
訓練

平成29年度 水俣市総合防災訓練
もしものときに備えて

１

3

４

５

６７８

９10

2
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Ｊ
ド
リ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
教
室

が
１
月
３
日
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
元
セ
レ
ッ
ソ
大
阪

で
、
地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を
指

導
す
る
有
村
直
紀
さ
ん
ら
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
催
す

る
も
の
で
、
今
年
で
４
回
目
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
水
俣
・
芦
北
の
小

学
生
約
60
人
が
有
村
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
集
ま
っ
た
現
役
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
ら
４
人
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
教
室
後
に
は
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
サ
イ
ン
会
も
開

催
さ
れ
、
グ
ッ
ズ
や
サ
イ
ン
を
も

ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
し

ま
し
た
。

1・4_ 試合では真剣勝
負　2_ウォーミング
アップで体をあたため
る　3_ ＰＫ 対 決　5_
トークショーでは選手
たちのサイン入りグッズ
が当たる抽選会も開催
しました　6_ 試合の合
間に選手と話して交流
　7_サイン会

現役 Jリーガーと一緒にプレー
第4回Jドリームサッカー教室

フォトリポート

　

み
な
ま
た
産
業
団
地
ま
つ
り
実
行

委
員
会
が
11
月
11
日
に
水
俣
産
業

団
地
で
「
第
９
回
み
な
ま
た
産
業

団
地
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
約
９
０
０
人
が
訪
れ
、

日
頃
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
工
場
の

中
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
巡
り
な
が

ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
他
に
も
農
産

物
や
加
工
品
の
販
売
や
、
ス
テ
ー
ジ

で
水
俣
高
校
音
楽
部
と
新
体
操
部

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
後

半
で
は
く
ま
モ
ン
が
登
場
し
、
観
客

も
一
緒
に
く
ま
モ
ン
体
操
を
踊
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が
開

催
さ
れ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

普段入れない工場の中を見学したよ
第9回 みなまた産業団地まつり

1_ 会場はたくさんの人でにぎわいま
した　2_ 用紙をもらってスタンプラ
リースタート　3_ 水高生もくまモン体
操を踊りました　4_ 水高工作部がつ
くったエコカー　5_ 工場見学スタンプ
ラリー　6_ お楽しみ抽選会で景品を
ゲット

１

3

４

５6

１24

56

7

２

３
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読書のまち日本一を目指して
読書感想文・標語コンクール表彰式

11/9

見て、参加して芸術の秋を満喫
第 64回水俣市民文化祭

11/3
～5

　

市
立
図
書
館
が
、
市
公
民
館
で

今
年
で
50
回
目
と
な
る
水
俣
市
読

書
感
想
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

読
書
感
想
文
46
作
品
と
標
語
79

作
品
の
応
募
の
中
か
ら
、
読
書
感

想
文
の
部
で
は
14
人
、
標
語
の
部

で
は
12
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
後
に
は
、
読
書
感
想
文
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
橋
口

心
海
さ
ん
（
袋
小
６
年
）
、
川
野

凛
さ
ん
（
水
二
中
３
年
）
、
川
口

ひ
な
た
さ
ん
（
水
高
１
年
）
が
表

彰
さ
れ
た
読
書
感
想
文
を
朗
読
し

ま
し
た
。

　

市
・
市
教
育
委
員
会
・
市
文
化

協
会
が
11
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

も
や
い
館
や
市
文
化
会
館
で
「
第

64
回
水
俣
市
民
文
化
祭
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
市
文
化
会
館
の
改
修

工
事
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
芸
能

の
つ
ど
い
は
５
日
に
開
催
し
、
出

演
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

４
日
に
開
催
し
た
「
第
41
回
水

俣
市
合
唱
祭
」
で
は
会
場
に
集
ま

っ
た
観
客
も
一
緒
に
歌
う
な
ど
最

後
ま
で
盛
り
上
が
り
、
芸
術
の
秋

を
満
喫
し
ま
し
た
。

目標を持って生きることのすばらしさ
野口健さん講演会

　

水
俣
高
校
同
窓
会
が
市
文
化
会

館
で
登
山
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
野
口
健
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
俣
高
校
の

「
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
」
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
目
標
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
「
何
で
も
、

積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

新
た
な
夢
を
持
つ
よ
り
、
今
し
て

い
る
こ
と
を
や
り
抜
く
こ
と
が
大

事
」
な
ど
高
校
生
や
市
民
ら
約

７
０
０
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

専門医が教える糖尿病予防
糖尿病特別講演会

11/9

　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が

「
第
53
回
全
国
糖
尿
病
週
間
」
の

特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
「
糖
尿
病 

手
遅
れ
防
ぐ 

早
め
の
受
診
」
を
テ
ー
マ
に
同
病

院
の
医
師
ら
５
人
が
、
糖
尿
病
と

感
染
症
の
関
係
や
、
糖
尿
病
の
重

症
化
を
防
ぐ
食
事
の
方
法
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。　

　

丸
山
英
樹
院
長
は
「
日
本
人
は

も
と
も
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
感
受
性

が
低
い
民
族
で
あ
り
、
そ
こ
へ
食

生
活
の
西
洋
化
で
糖
尿
病
患
者
は

増
え
て
い
る
。
糖
尿
病
を
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

11/6

▲糖尿病の重症化の予防や治療のための食事などを学ぶ

▲水俣市合唱祭には 10 団体が参
加し、それぞれ素敵な歌声を披露
しました

▲面白く講演をしました ◀日本舞踊を披露する出演者

▲吉本教育長から表彰を受け取る受賞者

まちのわだい
9 広報みなまた2018.1 月合併号

地元の熱い声援で連勝！
熊本ヴォルターズが水俣で公式戦

　

11
月
10
日
と
11
日
に
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー

ズ
の
公
式
戦
が
市
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
式
戦
は

両
日
と
も
Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
の
協
賛
に
よ

り
高
校
生
以
下
の
入
場
は
無
料
と

な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
選
手
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー

を
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
フ
ァ

ン
が
観
戦
し
、
地
元
の
声
援
も
あ

っ
て
、
群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー

ス
に
見
事
連
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、
地
元
の

恋
龍
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

11/10
～11

　

市
内
の
保
育
園
の
園
児
や
地
域

住
民
、
福
祉
施
設
の
利
用
者
な
ど

が
交
流
し
な
が
ら
、
ご
み
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
、
水
俣
・
芦
北
地
域
水

俣
病
被
害
者
等
保
健
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
地
域
住
民
と
福
祉
施

設
の
事
業
者
や
利
用
者
の
交
流
を

深
め
「
と
も
に
生
き
る
」
を
目
的

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
目
的
地

の
白
梅
の
杜
に
着
い
た
参
加
者

は
、
振
る
舞
わ
れ
た
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
る
な
ど
、
最
後
ま
で
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

11/12

11/9
地域共生の社会を目指して
園児や福祉施設の関係者が交流

▲プロの迫力あるプレーを間近で観戦

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が
「
水
俣

市
と
慶
應
義
塾
大
学
と
の
連
携
活

動
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
環

境
情
報
学
部
准
教
授
の
植
原
啓
介
さ

ん
を
迎
え
、
平
成
27
年
２
月
に
締
結

し
た
「
水
俣
市
と
慶
應
義
塾
大
学
と

の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
い
た
活
動
や
、
そ
の
活
動
が
地

域
に
も
た
ら
す
効
果
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
水
俣
高
校
と
の

連
携
事
業
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る

質
問
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。

▲いろんな人と交流し、より良い社会へ

20 年の歴史に幕
第18回水俣名物素人芸人ひょげ踊り大会

水俣環境アカデミア市民公開講座
「水俣市と慶應大学との連携活動」

11/11

　

参
加
し
た
各
一
座
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
「
人
生
笑
い
が
一
番
、

健
康
が
一
番
」
を
合
言
葉
に
市
文

化
会
館
で
ひ
ょ
げ
踊
り
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と

し
て
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

18
回
目
と
な
る
今
回
で
最
後
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
13
の
団
体
が
出
演
し
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
て
き
た
歌
や
寸
劇
な
ど
を
披
露
。

こ
れ
で
見
納
め
と
な
る
「
ひ
ょ

げ
」
に
６
０
０
人
以
上
集
ま
っ
た

会
場
は
、
最
後
ま
で
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

▲連携を深めることで地域活性化につながる▲最後のひょげ踊りに観客からは笑いが絶えませんでした
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正しい歯磨きで健康な歯に
はみがき隊ジュニア養成講座

11/20

地域課題に新たな視点で解決を目指す
水俣市と東洋大学が連携協定

11/13

　
「
水
俣
・
芦
北
地
域
歯
科
保
健
連

絡
会
」
が
、
歯
科
保
健
の
推
進
を
目

的
に
袋
小
学
校
で「
は
み
が
き
隊
ジ
ュ

ニ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
袋
小
学
校
の
保
健
委

員
７
人
が
、
市
内
の
歯
科
医
師
や
、

管
理
栄
養
士
か
ら
む
し
歯
に
な
り
に

く
い
食
べ
物
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
歯
科
衛
生
士
か
ら
正
し

い
歯
の
磨
き
方
を
教
わ
り
「
は
み
が

き
隊
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
参
加
し
た
６
年
生
の
喜
田
真

陽
菜
さ
ん
は
「
歯
に
良
い
食
べ
物
を

知
っ
た
。
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
と
東
洋
大
学
の
生
命
環
境
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
が
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
で
連
携
協
定
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
人

為
由
来
の
環
境
改
変
に
適
応
す
る
生

態
系
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
な
ど
の
研

究
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、
同

研
究
セ
ン
タ
ー
と
市
は
、
水
俣
芦
北

地
域
の
環
境
に
関
す
る
研
究
な
ど
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
水
俣
市

が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
カ
キ
の

養
殖
に
つ
い
て
は
、
品
質
向
上
に
つ

な
が
る
指
標
を
見
つ
け
出
す
な
ど
、

カ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

光祥会が全国で活躍
民謡民舞全国大会で優勝

　

民
謡
歌
手
の
田
中
祥
子
さ
ん
（
熊

本
市
）
が
民
謡
を
教
え
る
「
光
祥

会
」
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
民

謡
民
舞
全
国
大
会
の
合
唱
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。
同
大
会
は（
公
財
）

日
本
民
謡
協
会
が
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

光
祥
会
は
平
成
８
年
に
「
田
中

祥
子
の
会
」
と
し
て
発
足
し
、
水

俣
で
は
平
成
14
年
か
ら
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
「
若
い
世

代
に
も
民
謡
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
先

祖
代
々
歌
い
続
け
て
い
る
も
の
を
み

ん
な
が
気
軽
に
口
ず
さ
め
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
夢
」
と
話
し
ま
し
た
。

懐かしい名曲がぞくぞくと
村下孝蔵をしのぶコンサート

11/19

　

水
俣
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
・
村
下
孝
蔵
さ
ん
を
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
が
も
や
い
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
外
の
音
楽
家
が

村
下
さ
ん
の
楽
曲
18
曲
を
村
下
さ
ん

の
懐
か
し
の
写
真
な
ど
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
る
中
、
演
奏
し
ま

し
た
。

　

村
下
さ
ん
の
兄
・
修
蔵
さ
ん
は「
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
水
俣
や
弟
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
観
客
へ

思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

11/14

▲水俣環境アカデミアでの調印式

▲歯の磨き残しがないか先生と一緒にチェック

▲西田市長へ水俣のメンバーと優勝の報告をしました。

▲最後は出演者・観客みんなで『初恋』を歌いました

まちのわだい
11 広報みなまた2018.1 月合併号

車いすテニスでパラリンピック出場
川野将太さん講演会

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
す
る
こ
と
や
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
関

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

袋
小
学
校
・
袋
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、車
い
す
テ
ニ
ス
の
選
手
と

し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
２
度
出
場

し
た
川
野
将
太
さ
ん
の
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
川
野
さ
ん
は「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
残
さ
れ
た
も
の
を

最
大
限
に
生
か
す
も
の
。健
常
者
も

障
が
い
者
も
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
は

共
通
」と
児
童
・
生
徒
へ
伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
に
は
、生
徒
が
実
際
に

11/21

　

愛
林
館
で「
棚
田
の
収
穫
祭
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
地
元
の

人
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、今
年
で
３
回
目
で

す
。

　

地
元
で
収
穫
し
た
お
米
や
農
産

品
な
ど
の
販
売
の
他
、餅
つ
き
大

会
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参

加
し
、会
場
は
最
後
ま
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、寒
川
水
源
亭
営
業
開

始
か
ら
56
年
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ
う
め
ん
つ
ゆ
」の

先
行
販
売
も
行
わ
れ
、買
い
求
め

る
人
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

11/19
採れた作物に感謝

第3回棚田の収穫祭

水俣病展招致へ向けて
モンゴル政府関係者が水俣訪問

11/24

　

モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
大
臣
顧
問
を
務

め
る
ダ
ム
デ
ィ
ン
・
セ
レ
ン
ダ
ッ
シ

ュ
さ
ん
ら
政
府
関
係
者
が
11
月
24
日

と
25
日
に
水
俣
病
を
学
ぶ
た
め
に
水

俣
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
在
モ
ン
ゴ
ル
で
は
金
の
採
掘
で

使
用
す
る
水
銀
が
土
壌
や
河
川
を
汚

染
す
る
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

セ
レ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
さ
ん
ら
は
熊
本
市

で
開
催
さ
れ
た
「
水
俣
病
展
」
の
視

察
も
し
ま
し
た
。

　

西
田
市
長
を
訪
れ
た
セ
レ
ン
ダ
ッ

シ
ュ
さ
ん
は
「
水
俣
病
展
を
実
際
に

見
て
、
水
俣
病
の
被
害
の
大
き
さ
を

実
感
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

11/24
貴重な公演が水俣で

バレエ『白鳥の湖』水俣公演
　

バ
レ
エ
シ
ャ
ン
ブ
ル
ウ
エ
ス
ト

が
市
文
化
会
館
で
バ
レ
エ
『
白
鳥

の
湖
』
全
幕
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
プ
ロ
の
美
し
い
演
技
に
約

６
０
０
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
公
演
に
は
、
水
俣
で
バ
レ

エ
を
始
め
、
現
在
は
水
俣
な
ど

県
内
各
地
で
バ
レ
エ
教
室
を
開
い

て
い
る
本
多
真
佑
子
さ
ん
も
出
演
。

公
演
を
終
え
た
本
多
さ
ん
は
「
水

俣
で
は
な
か
な
か
プ
ロ
の
公
演
を

見
る
機
会
が
無
い
。
水
俣
で
公
演

が
で
き
て
感
無
量
で
す
」
と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

▲チャイコフスキーの曲に合わせての美しい演技 ▲セレンダッシュさんから記念品をいただきました

▲東京パラリンピック出場を目指す川野さん

車
い
す
テ
ニ
ス
の
体
験
を
し
ま
し
た
。安

藤
奈
々
美
さ
ん（
袋
小
６
年
）は「
川
野
さ

ん
が
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
た
。難
し
か

っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。 ▲たくさんついておいしいお餅に



◆
投
票
で
き
る
人

■
年
齢
要
件　

投
票
日
に
満
18
歳

以
上
の
人
（
平
成
12
年
２
月
５
日
以

前
生
ま
れ
）

■
住
所
要
件　

平
成
30
年
１
月
27

日
ま
で
に
水
俣
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
、
３
カ
月
経
過
（
平

成
29
年
10
月
27
日
ま
で
に
転
入
届

を
提
出
）
し
た
人

■
投
票
所　

次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照

●
投
票
所
入
場
整
理
券（
ハ
ガ
キ
）

の
郵
送
は
１
月
25
日
㈭
か
ら

　

投
票
の
時
間
や
場
所
な
ど
を
確

認
し
て
、
投
票
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ハ
ガ
キ
が
な
い
場
合
や
、
な
く
し

て
し
ま
っ
た
人
は
…

　

投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
と
対
照
、

本
人
確
認
を
行
い
、
再
発
行
し
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
事
由

に
該
当
す
る
見
込
み
の
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

　

が
あ
る

②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
で
投
票

　

日
に
投
票
区
内
に
い
な
い

③
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理

　

由
で
歩
行
が
困
難

④
交
通
の
便
が
著
し
く
不
便
な
島
な

　

ど
に
居
住
・
滞
在
し
て
い
る

⑤
天
災
ま
た
は
悪
天
候
に
よ
り
投

　

票
所
に
到
達
す
る
こ
と
が
困
難

■
期
間
・
時
間　

１
月
29
日
㈪
〜

２
月
３
日
㈯　

８
時
30
分
〜
20
時

（
土
曜
日
も
同
じ
）

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
４
階
（
旧
庁

舎
裏
）

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
１

階
に
車
椅
子
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品　

届
い
て
い
る
場
合
は

投
票
所
入
場
整
理
券
（
ハ
ガ
キ
）。

裏
面
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
整
理
券
が
な
く

て
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

■
当
日
投
票　

投
票
し
た
い
候
補

者
の
「
○
を
つ
け
る
欄
」
に
○
印
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票　

投

票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
水俣市選挙管理委員会事務局

 ☎６１-１６４１

２月４日㈰は、
　「水俣市長選挙」
　 　　　　　投票日です。

期日前投票は
１月29日㈪～２月３日㈯

来庁者用駐車場

投票者用駐車場

市役所旧庁舎
水
道
局

秋葉 ４階
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◆
開
票

■
日
時　

２
月
４
日
㈰　

21
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
大
ア

リ
ー
ナ

※
投
票
所
地
図
、
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
、
開
票
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

期
間　
１
月
29
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈯

■
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
実
施
の
指
定
を
受

け
た
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理
者

に
申
し
出
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
市
内
指
定
病
院
、
指
定
施
設
》

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
病

院
、
恵
愛
園
、
白
梅
荘
、
白
梅
の
里
、

や
す
ら
ぎ
苑
、
明
水
園
、
和
光
苑
、

尚
光
苑
、
生
喜
の
里

※
市
外
の
病
院
や
施
設
で
も
、
指

定
を
受
け
て
い
れ
ば
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
や
内

臓
機
能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
人
、
ま
た
は
介
護

保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、

自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
入
し

て
、
郵
便
な
ど
で
返
送
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
事
前
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

■
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票

の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
上
肢
や
視
覚
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
の
人
な
ど
）
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に

届
け
出
た
者
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
仕
事
や
旅
行
で
水
俣
を
離
れ
て

い
る
人
の
不
在
者
投
票

　

水
俣
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
、

滞
在
し
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
の
請
求
方

法
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
投
票
は
日
数
を
要
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

投 票 区 投　票　所 区　域 投票時間

 第１投票区 水俣第一中学校体育館   １区（天神原・牧ノ内・大戸口組除く）、７区

７時～
20時

 第 2投票区 市公民館本館   ２区、１区（天神原組）

 第 3投票区 水俣第二小学校図書室   19 区

 第 4投票区 ４区公民館   ４区

 第 5投票区 市立総合体育館１階会議室   ５区

 第 6投票区 20区公民館   20 区

 第 7投票区 21区公民館   21 区

 第 8投票区 内山集会場   ６区

 第 9投票区 水東小学校体育館   ８区（合畑組除く）

 第 10 投票区 深川公民館   ９区、８区（合畑組）

 第 11 投票区 市東部センター（葛彩館）   10 区（12組除く）、11区、13区（5・6組除く）、14区

 第 12 投票区 石坂川集会所   12 区、13区（5・6組）

 第 13 投票区 旧湯出中学校技術室   15 区、16区（木臼野組）

 第 14 投票区 袋小学校ワークスペース   17 区（湯堂組除く）

 第 15 投票区 おれんじ館   18 区、17区（湯堂組）

 第 16 投票区 市保健センター（もやい館１階）   １区（牧ノ内・大戸口組）、22区（湯の児組除く）

 第 20 投票区 長崎公民館   16 区（木臼野組除く）

 第 21 投票区 市公民館分館（旧市勤労青少年ホーム）  ３区

 第 22 投票区 湯の児公民館   22 区（湯の児組）

 第 17 投票区 23区集会所   23 区、24区（中小場組除く）、26区（日当・日添組）、10区（12組）
７時～
19時 第 18 投票区 大川公民館   25 区、24区（中小場組）

 第 19 投票区 越小場公民館   26 区（日当・日添組除く）

※投票所整理入場券（ハガキ）がない場合も、投票所で名簿対照・本人確認して発行後、投票できます。

★前回の場所から変更しています。注意してください。

◆２月４日㈰は投票日、皆さんの投票所はどこですか？

★

★

明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」
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　マイナンバーによる情報連携や、マイナポータルの運用が始まっています。マイナンバーカードも、
今後幅広い活用が考えられています。ますます便利になっていく、マイナンバー制度。まだカードをお
持ちでない人は、ぜひこの機会に申請してください。

持っていますか？「マイナンバーカード」

★忙しい人にも申請しやすく♪ マイナンバーカード取得促進キャンペーンウイーク
　期間中は、市役所のカード受け取り・申請案内
窓口の開設時間を平日は延長し、土日も開設します。
■期間　１月22日㈪～ 28日㈰
■窓口開設時間
　月曜～金曜　8:30 ～ 19:00
　土曜・日曜　9:00 ～ 13:00
■窓口の場所
　市民課４番窓口
　（市役所仮設庁舎１階）

■窓口でできること
　○マイナンバーカード申請の補助
　○発行されたマイナンバーカードの受け取り
　○通知カードの受け取り（市役所返戻分）
■「申請の補助」について
　マイナンバーカードの申請は、希望者から国へ直
　接行う必要があります。窓口では、専用タブレッ
　ト端末を用意しており、オンラインでの申請を補
　助します。希望する人は、マイナンバー通知カー
　ドと身分証明書を持参してください。

マイナンバーカード取得促進キャンペーンウイーク
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★メリットがいっぱい♪ 「マイナンバーカード」

◆マイナンバーの証明も、身分証明も。
マイナンバーの提示と本人確認が同時に
必要な場面では、これ１枚で済む唯一の
カードです。

マイナポータルへのログインをはじめ、
各種の行政手続きのオンライン申請な
どに利用できます。

◆各種行政手続き、オンライン申請で。

◆各種民間のオンライン取引などに。
オンラインバンキングをはじめ、各種の
民間のオンライン取引などに利用できる
ようになる見込みです。

今後も、暮らしをどんど
ん便利にしていくように、
いろいろな場面での利用
が考えられています。

マイナンバーカードの交
付時に、カードケースが
もらえます。不要なとき
にマイナンバーを見られ
ることはありません。

★セキュリティーもしっかり！「マイナンバーカード」

★マイナンバーに関する問い合わせ

★市の問い合わせ先 ○マイナンバー制度に関すること　総務課行政係☎ 61‒1603
○マイナンバーカードに関すること　市民課戸籍住民係☎ 61‒1611
※各種手続きに関することは、各担当部署に問い合わせてください。
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児
童
生
徒
の
学
用
品
費
な
ど
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
小
・
中
学
生

の
就
学
費
に
困
っ
て
い
る
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
な
ど
の
費
用

を
援
助
す
る
「
就
学
援
助
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
で
、
生
活
保
護
世

帯
に
準
ず
る
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
。

た
だ
し
、
申
請
後
に
認
定
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
受
給
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
停
止
・
廃
止
さ
れ
た

②
各
種
税
金
・
国
民
年
金
の
掛
け

　

金
な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

④
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を

　

受
け
て
い
る

⑤
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
況
が

　

悪
い

⑥
そ
の
他
、
災
害
な
ど
の
特
別
な

　

事
情
で
、
学
校
納
付
金
の
納
付

　

に
困
っ
て
い
る

★
平
成
30
年
４
月
に
水
俣
市
立
の

小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
２
月
９
日
㈮
ま
で
に
申
請
し

て
認
定
を
受
け
る
と
、
就
学
援
助

費
の
う
ち
「
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
」
を
３
月
に
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

教
育
総
務
課

と
市
立
小
中
学
校
の
事
務
室
に
あ

る
申
請
書
に
、
申
請
理
由
を
確
認

で
き
る
書
類
な
ど
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先　

児
童
・
生
徒
が

通
学
す
る
学
校
ま
た
は
市
教
育
総

務
課
。
小
学
校
新
１
年
生
は
入
学

予
定
校
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎

61
・
１
６
３
６

申
請
は
お
早
め
に
！

企
業
立
地
条
例
優
遇
措
置

　

水
俣
市
に
お
け
る
企
業
の
立
地

を
図
り
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
定
の
投
資
が
あ
っ
た
事
業
者
に

対
し
て
優
遇
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
優
遇
措
置
を
適
用
す
る
た
め

に
は
、
奨
励
措
置
適
用
工
場
な
ど

の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
中
の
事
業
開
始
分

は
、
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
優
遇
措
置
の
内
容

○
最
大
３
年
間
の
固
定
資
産
税
の

　

課
税
免
除

○
雇
用
奨
励
金
の
交
付
（
１
年
以

　

上
の
継
続
雇
用
に
対
し
、
30
人

　

を
上
限
に
１
人
10
万
円
）

■
対
象
施
設　

工
場
（
土
地
・
建

物
・
機
械
装
置
な
ど
を
設
備
し
、

常
用
従
業
員
を
雇
用
し
て
物
品
の

製
造
・
加
工
・
組
み
立
て
・
修
理
・

検
査
・
研
究
な
ど
を
行
う
施
設
）、

健
康
保
養
施
設
、
観
光
施
設
、
地

域
未
来
投
資
促
進
法
第
25
条
の
適

用
を
受
け
る
施
設 

な
ど

■
要
件　

投
下
固
定
資
産
総
額
が

１
千
万
円
以
上
の
工
場
な
ど
の
新

設
・
増
設
で
あ
る
こ
と
。
増
設
は

常
用
従
業
員
を
減
ず
る
場
合
を
除
く
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
観

光
課
☎
61
・
１
６
２
８

平
成
30
年
度
の
給
食
物
資

納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
納
入
先
施
設　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
納
入
品
目　

給
食
物
資
（
飲
料

な
ど
を
含
む
）

■
申
し
込
み
資
格　

市
内
に
事
業
所

を
有
し
、市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
申
し
込
み
方
法　

登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
し
て
提
出
。
申
請
書

は
、
市
役
所
仮
設
庁
舎
２
階
総
務

課
に
備
え
付
け
て
い
る
他
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈭

〜
16
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
61
・
１
６
０
３

防
災
行
政
無
線
が
手
元
で

聞
け
る
「
戸
別
受
信
機
」

　

市
で
は
平
成
28
年
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の

切
り
替
え
を
行
い
、
戸
別
受
信
機

の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
万

が
一
の
災
害
情
報
や
、
市
か
ら
の

大
切
な
お
知
ら
せ
な
ど
が
手
元
の

受
信
機
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
設
置
し
て
い

る
が
、
定
時
の
チ
ャ
イ
ム
や
緊
急

放
送
な
ど
が
聞
こ
え
な
い
と
き
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

市役所から
お知らせです

就
学
援
助

企
業
支
援

給
食
物
資

防
災
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市
立
武
道
館
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す

　

施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
指
定

管
理
者
を
、
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

■
指
定
期
間　

平
成
30
年
４
月
１

日
〜
平
成
33
年
３
月
31
日（
３
年
）

■
申
し
込
み
方
法　

募
集
要
項
に

掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
は
市
立
総
合
体
育

館
で
配
布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
締
切
日
時　

２
月
２
日
㈮

17
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
☎
63
・
９

３
１
１

ご
存
じ
で
す
か

障
が
い
者
へ
の
手
当
制
度

◆
特
別
障
害
者
手
当（
支
給
条
件
）

　

20
歳
以
上
の
在
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
人
で
、
重
度
の
心
身
の
障
が

い
の
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常

に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

（
下
表
１
に
２
つ
該
当
す
る
人
）

◆
障
害
児
福
祉
手
当（
支
給
条
件
）

　

20
歳
未
満
の
在
宅
で
暮
ら
し
て

い
る
人
で
、
心
身
の
障
が
い
の
た

め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
人
（
下
表
２
に
１

つ
該
当
す
る
人
）

※
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
病
院
な
ど
に
３
カ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額　

４
月
分
か
ら
支
給
額

が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
障
害
者
手
当

　

２
６
８
１
０
円
（
月
額
）

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　

１
４
５
８
０
円
（
月
額
）

■
提
出
書
類　

①
認
定
請
求
書

②
認
定
診
断
書

③
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本

④
申
請
者
本
人
・
扶
養
義
務
者
の

　

前
年
分
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑤
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人

　

番
号
通
知
カ
ー
ド

※
障
が
い
の
種
類
や
状
態
と
い
っ

た
対
象
者
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

他
に
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
61
・

１
６
５
０

消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、危機管理防災課 危機管理防災室（☎ 61-1604）まで

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・

　

04
以
下
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０

　

デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が

　

い
を
有
す
る
も
の
、
ま
た
は
両

　

上
肢
の
全
て
の
指
を
欠
い
て
い

　

る
も
の
、
も
し
く
は
両
上
肢
の

　

全
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障

　

が
い
を
有
す
る
も
の

④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

　

が
い
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

　

は
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

　

欠
い
て
い
る
も
の

⑤
体
幹
の
機
能
（
姿
勢
保
持
能

　

力
）
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
程
度
、
ま
た
は
立
ち
上

　

が
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の

　

障
が
い
を
有
す
る
も
の

⑥ 

①
〜
⑤
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、

　

身
体
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は

　

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要

　

と
す
る
病
状
が
①
〜
⑤
と
同

　

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

　

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動

　

作
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度

　

で
あ
る
も
の

⑦
精
神
障
が
い
で
あ
っ
て
、
①
〜

　

⑥
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

　

れ
る
も
の

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・

　

02
以
下
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用

　

い
て
も
音
声
を
識
別
す
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
程
度
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が

　

い
を
有
す
る
も
の

④
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
い

　

て
い
る
も
の

⑤
両
下
肢
の
機
能
が
な
く
な
っ
て

　

い
る
も
の

⑥
両
大
腿
の
２
分
の
１
以
上
を
失

　

っ
て
い
る
も
の

⑦
体
幹
の
機
能
（
姿
勢
保
持
能

　

力
）
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
程
度
の
障
が
い
を
有
し

　

て
い
る
も
の

⑧ 

①
〜
⑦
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、

　

身
体
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は

　

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要

　

と
す
る
病
状
が
①
〜
⑦
と
同

　

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

　

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動

　

作
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度

　

で
あ
る
も
の

⑨
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、
①

　

〜
⑧
と
同
程
度
以
上
と
認
め

　

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
も
の

⑩
身
体
の
機
能
の
障
が
い
も
し
く

　

は
病
状
ま
た
は
精
神
の
障
が
い

　

が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

　

そ
の
状
態
が
①
〜
⑨
と
同
程

　

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度

　

で
あ
る
も
の

表
１

特
別
障
害
者
手
当（
２
つ
該
当
）

表
２

障
害
児
福
祉
手
当（
１
つ
該
当
）

【
支
給
対
象
と
な
る
障
が
い
の
状
態
】

指
定
管
理
者

福
祉

nformationＩ
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65
歳
以
上
の
要
介
護
な
ど

認
定
者
の「
障
害
者
控
除
」

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県

民
税
の
申
告
の
際
、
申
告
す
る
本

人
や
扶
養
親
族
が
「
身
体
障
害
者

手
帳
」
な
ど
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

「
特
別
障
害
者
控
除
」
ま
た
は
「
障

害
者
控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
な
ど
が

な
く
て
も
、
身
体
や
精
神
に
障
が

い
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ

の
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障
が
い

者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
と
同
程

度
で
あ
る
と
市
長
が
認
定
す
る
場

合
に
も
、
市
が
発
行
す
る
認
定
書

を
提
示
す
る
と
、
同
じ
く
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
」、

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」、

「
療
育
手
帳
」
な
ど
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
手
帳
な
ど
で「
特
別
障

害
者
控
除
」が
受
け
ら
れ
る
人
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象　

基
準
日
（
平
成
29
年
12

月
31
日
）
時
点
で
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
人
で
、
介
護
認
定
時
の

「
主
治
医
意
見
書
」
が
次
の
表
の

基
準
を
満
た
す
人

■
申
請
方
法　

申
請
者
の
印
鑑
、

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。
過
去
の
分
の
申

請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
判
定
・
通
知　

申
請
の
翌
日
以

降
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
健
康
課
（
も
や
い
館
１
階
）
☎

63
・
３
０
５
１

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
任
期
付

職
員（
看
護
師
）募
集

■
任
用
期
間　

育
児
休
業
者
の
代

替
職
員
と
し
て
、
６
カ
月
以
上
３

年
未
満
の
範
囲
内
で
任
用
し
ま
す
。

■
勤
務
条
件　

任
期
が
あ
る
こ

と
以
外
は
正
規
職
員
と
同
様
で
す
。

給
料
は
、
職
歴
な
ど
の
経
験
年
数

を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
受
験
資
格　

看
護
師
免
許
を
有

し
て
い
る
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

■
試
験
科
目　

書
類
審
査
、
面
接

試
験

■
試
験
の
流
れ　

申
込
書
請
求
↓

申
込
手
続
↓
書
類
審
査
↓
面
接

試
験
↓
結
果
通
知

■
申
込
書
請
求
方
法

○
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
総
務
課
総
務
係（
本
館
５
階
）

　

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
請
求　

申
込
書
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
、

　

１
４
０
円
切
手
貼
付
、
Ａ
４
サ

　

イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同
封
の

　

う
え
、
封
筒
の
表
に
「
任
期
付

　

職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
請
求
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

募
集
要

　

項
、
受
験
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
。

■
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
、
看

護
師
免
許
証
の
写
し

■
申
し
込
み
方
法

○
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
総
務
課
総
務
係
に
提
出

○
郵
送
申
込　

封
筒
の
表
に
「
任

　

期
付
職
員
採
用
試
験
申
込
」
と

　

朱
書
き
し
て
送
付
。

■
申
込
受
付
期
間　

随
時

※
直
接
来
院
の
受
付
時
間
は
８
時

15
分
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
４
１
、
水
俣
市

天
神
町
１
丁
目
２
番
１
号
、
国
保

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総

務
課
☎
63
・
２
１
０
１
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

http://m
inam

ata-
hp.jp/

市役所から
お知らせです

             　対象者
 控除　　　区分
 区分

障がい高齢者
自立度

認知症高齢者
自立度

障害者控除 Ｂ１
Ｂ２

Ⅱｂ
Ⅲａ
Ⅲｂ

特別障害者控除 Ｃ１
Ｃ２

Ⅳ
Ｍ

福
祉

職
員
募
集

▲国保水俣市立総合医療センター
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水
俣
市
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ「
市
民

監
査
委
員
」を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
が
水
俣
市
の
環

境
の
取
り
組
み
を
監
査
・
評
価
す

る
水
俣
独
自
方
式
の
「
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
市
民
監
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
は
、
年
３
回
程
度
の

研
修
・
委
員
会
に
参
加
し
、
市
民

の
目
線
で
監
査
を
行
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
会
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
市
民
監
査
委
員
を
若
干
名
募

集
し
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
有
資
格
者
や

興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
２

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
か
も
！

「
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す

　

環
境
家
計
簿「
み
な
ま
た
エ
コ
ダ

イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す
。
提

出
し
た
人
に
は
、
抽
選
で
ス
テ
キ

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー

の
情
報
は
、
市
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を
推
計
す
る

た
め
に
使
用
し
、
個
人
情
報
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
計
に
は
多
く
の
エ
コ
ダ
イ
ア

リ
ー
が
必
要
で
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
収
対
象

○
広
報
み
な
ま
た
平
成
29
年
４
月

　

１
日
号
で
配
布
し
た
も
の（
切

　

り
取
っ
て
折
り
た
た
む
と
、
切

　

手
不
要
で
郵
送
で
き
ま
す
）

○
過
去
に
配
布
さ
れ
た
冊
子
型
、

　

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
印
刷
さ
れ
た
も
の

■
提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

■
賞
品
・
当
選
人
数

○
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
製
品
ス
ペ
シ
ャ

　

ル
セ
ッ
ト　

25
人

○
マ
イ
マ
イ
運
動
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

　

バ
ッ
ジ　

75
人

■
抽
選
方
法　

平
成
29
年
２
月
23

日
㈭
〜
平
成
30
年
２
月
22
日
㈭
に

提
出
さ
れ
た
、
記
録
済
み
の
エ
コ

ダ
イ
ア
リ
ー
を
対
象
に
抽
選
。（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　

２
月
23
日
㈮
以
降
に
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
排
出
量
の
推
計
に
は

使
用
し
ま
す
が
、
今
回
の
抽
選
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
抽
選
結
果　

当
選
者
に
は
通
知

の
う
え
賞
品
を
発
送
し
ま
す
。
落

選
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。
抽
選

結
果
の
通
知
や
発
送
な
ど
の
た
め

に
、
住
所
な
ど
の
情
報
を
使
用
し

ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５
、
水
俣
市
環
境

課
環
境
政
策
室
（
住
所
不
要
）
☎

61
・
１
６
１
２

（
写
真
）
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
製
品
ス

ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
ト

※
セ
ッ
ト
の
内
容
は
、
入
荷
や
価

格
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
５
月
の
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
で
寄
せ
ら
れ
た
会
費
・
寄
付

金（
計
４
０
６
万
２
４
０
０
円
）と
、

12
月
に
募
集
し
た
赤
十
字
法
人
社

員
会
費
・
寄
付
金
（
計
23
万
９
千

円
）
は
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

赤
十
字
事
業
を
支
え
る
活
動
資

金
と
し
て
、
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

■
ご
協
力
い
た
だ
い
た
法
人
（
五

十
音
順
）

ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㈱

㈲
あ
ら
せ

河
村
電
器
産
業
㈱

㈱
環
境
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

㈾
君
島
タ
ク
シ
ー

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店

熊
本
銀
行
水
俣
支
店

興
南
電
気
㈱

㈲
郡
山
防
災

白
梅
荘

白
梅
病
院

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と

立
尾
電
設
㈱

た
な
か
耳
鼻
科
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
福
田
農
場

渕
上
病
院

み
ず
ほ
病
院

㈲
溝
上
電
気
商
会

水
俣
協
立
病
院

水
俣
建
設
業
協
会

㈲
水
俣
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

水
俣
石
油
㈱

水
俣
病
院

宮
崎
一
心
堂

宮
竹
小
児
科
医
院

や
す
ら
ぎ
苑

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
吉
永
商
会

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
生
活
支

援
室
☎
61
・
１
６
４
０

nformationＩ

環
境

日
本
赤
十
字
社

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）
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現
在
、
市
で
策
定
中
の
計
画
な

ど
に
つ
い
て
、
素
案
に
対
す
る
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
を
公
募
し

ま
す
。

　

計
画
ご
と
に
募
集
期
間
、
提

出
先
、
閲
覧
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

表
１
・
２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

水
俣
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
通
学
し
て
い
る
人 

な
ど

■
提
出
方
法　
「
意
見
等
記
入
書
」

に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
し
て
、
担
当
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
も
提
出
が
で
き
ま
す
。

「
意
見
等
記
入
書
」
は
各
閲
覧
場

所
に
備
え
付
け
て
い
る
他
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
窓
口
に
直
接
提
出
す
る
場
合
の

受
付
時
間
は
、
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
で
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp

聞かせてください、あなたの意見

パブリック・コメント募集

番号 計画の名称 募集期間 提出・問い合わせ

① 水俣市空家等対策計画（素案） １月10日㈬～
１月31日㈬

市民課市民生活係
☎ 61-1656 ／ FAX 63-9049
メール　simin@city.minamata.lg.jp

② 水俣市健康増進計画及び
食育推進計画（素案）

１月12日㈮～
２月２日㈮

いきいき健康課健康推進係
☎ 62-3028 ／ FAX 62-3670
メール　kenko@city.minamata.lg.jp

③ 第７期水俣市高齢者福祉計画
及び介護保険事業計画（素案）

１月12日㈮～
２月２日㈮

いきいき健康課高齢介護支援室
☎ 63-3051 ／ FAX 62-3670
メール　kenko@city.minamata.lg.jp

■（表１）意見を募集する計画

閲覧場所 ① ② ③

市役所仮設庁舎１階 階段前スペース ○ ○ ○

市役所仮設庁舎２階 行政資料閲覧コーナー ○ ○ ○

市立図書館 ○ ̶ ○

市立総合体育館 ○ ○ ○

市立総合医療センター 本館１階ロビー ○ ○ ○

ふれあいセンター ○ ̶ ○

もやい館 ２館 ○ ○ ○

もやい館 保健センター ̶ ○ ○

こどもセンター
（改装中のため、旧深川小学校で運営しています）

̶ ○ ̶

おれんじ館 ○ ○ ○

愛林館 ○ ○ ○

湯の鶴温泉保健センター ○ ̶ ̶

高齢者福祉センター ̶ ○ ○

シルバー人材センター ̶ ̶ ○

水俣市社会福祉協議会 ̶ ̶ ○

水俣市ホームページ ○ ○ ○

■（表２）各計画の閲覧場所

●「パブリック・コメント」とは…
重要な条例や計画などをつくるときに、
市民の皆さんから広く意見などを募集
することです。
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麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

お
話

　♥
麻
し
ん（
は
し
か
）と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。感
染
力

が
強
く
、予
防
接
種
を
受
け
な
い
と

感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
病
気
で
す
。

　
発
熱
・
せ
き
・
鼻
水
な
ど
が
主
な
症

状
で
す
。最
初
の
３
〜
４
日
間
は
38

℃
前
後
の
発
熱
が
あ
り
、一
度
下
が

り
か
け
た
後
、再
び
39
〜
40
℃
の
高

熱
と
体
中
に
赤
い
発
疹
が
現
れ
ま
す
。

高
熱
は
３
〜
４
日
で
治
ま
り
、発
疹

も
次
第
に
消
失
し
ま
す
。肺
炎
や
脳

炎
な
ど
と
い
っ
た
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
全
身
感
染
症
で
す
。

♥
風
し
ん
と
は
？

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　
２
〜
３
週
間
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
は
症
状
が
現
れ

ま
せ
ん
。軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状

で
始
ま
り
、発
熱
や
発
疹
、耳
の
後
ろ

の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、目
が
赤
く
な

る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。発

熱
も
発
疹
も
、多
く
は
３
日
程
度
で

治
ま
り
ま
す
。

　
合
併
症
と
し
て
脳
炎
や
血
小
板
減

少
性
紫
斑
病
な
ど
が
あ
り
、大
人
に

な
っ
て
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す

い
病
気
で
す
。妊
婦
が
妊
娠
早
期
に

感
染
す
る
と
、胎
児
に
も
感
染
し
、心

臓
病
・
白
内
障
・
聴
力
障
が
い
が
あ
る

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

♥
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
！

　
予
防
す
る
に
は
、弱
毒
化
し
た
麻

し
ん
や
風
し
ん
の
ウ
イ
ル
ス（
M
R
ワ

ク
チ
ン
）を
接
種
し
ま
す
。１
回
の
接

種
で
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
免
疫
を
同

時
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、効

果
を
高
め
る
た
め
に
２
回
の
接
種
が

必
要
で
す
。１
歳
に
な
っ
た
ら
早
め

に
Ｍ
Ｒ
１
期
を
、就
学
前（
６
歳
）に

Ｍ
Ｒ
２
期
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

♥21

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
新たな１年が始まりました。年末年始
の疲れから体調を崩しませんように。
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

ＣＩＲのグレッグが、出身
国・オーストラリアの魅力
や文化を、さまざまな視点
で紹介します。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
１
月
26
日
は
、「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
デ
ー
」と
い
う
祝
日
で
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
多
く
の
人
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や

花
火
見
物
に
出
か
け
た
り
、
友
達
を
誘
っ

て
家
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
た
り
、
裏
庭
で
オ
ー
ジ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
遊
ん
だ
り
し

て
楽
し
み
ま
す
。
ラ
ジ
オ
局
「
ト
リ
プ
ル

J
」は
、
毎
年
こ
の
日
に
「
ホ
ッ
テ
ス
ト

1
0
0
」と
い
う
音
楽
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

番
組
を
放
送
し
て
い
て
、
み
ん
な
ラ
ジ
オ

を
つ
け
っ
放
し
に
し
て
聴
い
て
い
ま
す
。

各
地
の
地
方
議
会
の
多
く
は
、
市
民
権

授
与
の
儀
式
を
こ
の
日
に
行
い
ま
す
。
海

外
か
ら
の
移
住
者
は
、
儀
式
に
参
加
し
て

帰
化
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
１
月
26
日
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
「
フ

ァ
ー
ス
ト
・
フ
リ
ー
ト
」（
流
刑
囚
人
な

ど
を
乗
せ
た
最
初
の
植
民
船
団
）が
、
初

め
て
シ
ド
ニ
ー
湾
に
到
着
し
た
日
で
す
。

先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
は
、

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.５

グレッググレッグ

植
民
地
化
の
始
ま
り
の
日
で
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
生
命
、
文
化
、
土
地
を
失
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
日
な
の
で
、「
国
家
を
祝

う
日
は
本
当
に
こ
の
日
で
い
い
の
か
」と

い
う
議
論
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
デ
ー
そ
の

も
の
を
廃
止
し
た
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
文

化
や
歴
史
、
業
績
を
祝
う
「
N
A
I
D
O

C
ウ
イ
ー
ク
」に
市
民
権
儀
式
を
行
う
地

方
議
会
も
あ
り
ま
す
。

　「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
デ
ー
は
１
月
26

日
の
ま
ま
で
い
い
」と
い
う
人
に
は
、「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
複
雑
な
歴
史
を
代
表
す

る
日
で
、
そ
う
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
今
の
美
徳
と
成
果
の
あ
る
国
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
豊
か
で
、
民

主
主
義
的
で
す
。
移
民
者
や
他
民
族
に

も
寛
容
で
、
平
等
な
国
で
す
。
そ
れ
で
も
、

植
民
地
時
代
の
過
去
の
事
実
と
向
き
合
っ

て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
の
和
解
に
努
力
し
、

国
の
多
文
化
的
な
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、ど
の
日
に
、ど
の
よ
う
に
祝
う
べ
き
か
、

議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。
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「
ロ
ー
カ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８
」開
催

　

地
域
の
人
も
応
援
し
た
く
な
る

経
営
の
実
践
者
や
、
そ
の
理
解
者

を
増
や
す
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
市
内
の
若
手
経

営
者
を
対
象
と
し
た
経
営
塾
「
四

方
よ
し
経
営
の
学
び
舎
」
参
加
者

が
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
発
表
を

行
い
、
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
に
来
場

者
が
投
資
す
る
模
擬
体
験
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

水
俣
で
生
ま
れ
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
話
を
、
ぜ
ひ
聞
き
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
８
日
㈭　

13
時
〜

18
時
45
分

■
場
所　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
参
加
料　

無
料

■
対
象　

市
民
、
高
校
生
、
事
業

者 

な
ど

■
定
員　

60
人

■
内
容

○
第
１
部　

基
調
講
演

○
第
２
部　

卒
業
生
の
実
践
事
例

　

紹
介

○
第
３
部　

事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン
、
投
資
の
模
擬
体
験

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈬

■
申
し
込
み
方
法　

所
属
・
役
職
・

氏
名
・
連
絡
先
を
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
経
済

観
光
課
☎
61
・
１
６
２
８
／
FAX 

63
・
５
５
４
７

万
華
鏡
＆
Ｕ
Ｖ
ビ
ー
ズ
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

不
要
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
砕
い
た

「
カ
レ
ッ
ト
」
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
、
包
装
紙
な
ど
の
環
境

に
優
し
い
材
料
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。

　

紫
外
線
が
当
た
る
と
色
が
変
わ

る
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
も
一
緒
に
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
10
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
30
人

■
申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
３
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
７
ー
０

０
５
５
、
水
俣
市
明
神
町
55
の

１
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
62
・

２
０
０
０
／
FAX 

62
・
１
２
１
２
／

メ
ー
ル　

center@
kum

am
oto

-eco.jp

（
開
館
９
時
〜
17
時
、
月

曜
休
館
）

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

催  し

▲手作りの万華鏡

【
有
料
広
告
】
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■人生の気品／草笛光子 ほか
■注文をまちがえる料理店／小国士朗
■古布を着る。／堀内春美、村松みち子
■インフルエンス／近藤史恵
■大獄／葉

はむろ
室麟
りん

■ぜったいにおしちゃダメ？／ビル・コッター

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内１月特設コーナー ■
「今年は戌

いぬ

年だけん！」
今年の主役は犬！ 犬が主役の絵本をはじめ、社会で
活躍する犬の本、犬と暮らしている人に役立つ本など
を集めています。犬好きの人はもちろん、猫派の人や
動物はちょっと苦手という人も楽しめますよ♪

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～19時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　たくさんの　本にかこまれ　生きていく
 　　詠

よ

み人
びと

  浦本恋
れも ん

萌さん  （11歳・桜ケ丘）

みなまた環境
絵本『すずこ』

熊本地震の影響で、16 歳で生涯
を終えた著者の詩集。難病のため
に、体を自由に動かすことも会話
もできない中、パソコンを使って
たくさんの「ことば」を紡ぎだした。
母への感謝を綴った初めての言葉
や、父や弟たちなど家族に対する
想いがこもった詩が、心にジーンと響いた。作中で繰
り返される「あいときぼう」の言葉に、自分も愛と希
望を持って、今を生きることが大事だと気づかされた。
著者と同世代の子どもたちやその家族に読んで欲し
い、これから生きていく中で、忘れちゃいけないこと
を教えてくれた１冊。

オススメ本
『まま そだて ありがと』
（熊本日日新聞社）　松﨑胡

くるみ
桃 著

田畑 恵美子さん・千夏ちゃん
子育ての心がけ 「 明るく、元気に 」 

オススメオススメinこどもセンター

「
宝
も
の
」が
語
り
出
す

モ
ノ
語
り
を
作
ろ
う
！

　

水
俣
病
資
料
館
で
開
催
中
の
企

画
展
「
モ
ノ
語
り
展
〜
語
り
部
た

ち
の
宝
も
の
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
物
語
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
き
ま
す
。
展
示
し
て
あ
る

宝
も
の
や
自
分
の
宝
も
の
を
題
材

に「
モ
ノ
語
り
」を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
♪

　

詳
し
く
は
水
俣
病
資
料
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

参
加
賞
・
作
品
賞
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
３
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

水
俣
病
資
料
館
企
画
展

示
室

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
病
資
料
館

☎
62
・
２
６
２
１
／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://w
w
w
.m
inam

ata
195651.jp

旬
の
お
野
菜
・
お
魚
を
ど
う
ぞ
♪

毎
月
恒
例「
み
な
ま
た
新
鮮
市
」

　

今
月
も
、
大
人
気
の
「
牡か

き蠣
小

屋
」
と
同
時
開
催
！ 

大
好
評
の
ゆ

で
だ
こ
の
実
演
を
は
じ
め
、
地
元

生
産
者
に
よ
る
安
心
安
全
な
野

菜
・
お
茶
な
ど
の
農
産
物
、
釜
揚

げ
し
ら
す
・
ち
り
め
ん
な
ど
の
海

産
物
直
売
、
天
ぷ
ら
・
か
ら
し
れ

ん
こ
ん
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

○
ゆ
で
だ
こ
の
実
演
販
売
（
10
時

頃
〜
）

　

売
り
切
れ
御
免
！ 

不
知
火
海

　

で
と
れ
た
タ
コ
を
そ
の
場
で
湯

　

が
い
て
販
売
し
ま
す
。

○
地
元
で
採
れ
た
農
海
産
物
・
手

づ
く
り
加
工
品
の
直
売

　

お
袋
の
味
！ 

新
鮮
な
野
菜
類

　

を
は
じ
め
、
地
元
産
の
野
菜
や

　

お
米
を
使
用
し
た
手
作
り
の
赤

　

飯
や
煮
し
め
、
漬
物
な
ど
は
毎

　

回
大
人
気
♪ 

海
産
物
や
お
茶

　

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

○
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

買
い
物
を
し
た
人
に
景
品
を
用

　

意
し
て
い
ま
す
。
景
品
が
な
く

　

な
り
次
第
終
了
で
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈯　

９
時
〜

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

■
場
所　

道
の
駅
み
な
ま
た
（
観

光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

市
農
林
水
産
課

☎
61
・
１
６
３
４
／
観
光
物
産
館

ま
つ
ぼ
っ
く
り
☎
62
・
２
０
０
３恋路カキ

【
有
料
広
告
】
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市
立
総
合
体
育
館
の

運
動
教
室

★
初
級
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
、
身
体
の
柔
軟

性
、
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
動
作
法

で
す
。

　

脊
柱
と
骨
盤
の
動
き
に
焦
点
を

あ
て
、
胸
式
呼
吸
と
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
行
う
こ
と
で
理
想
的
な
姿

勢
と
動
作
を
学
び
ま
す
。
体
力
に

自
信
が
な
い
人
も
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
26
日
㈮
〜
３
月
16

日
㈮
の
、
毎
週
金
曜
日
（
全
８
回
）

13
時
30
分
〜
14
時
40
分

■
場
所　

旧
第
三
中
学
校
体
育
館

■
定
員　

15
人

■
参
加
料　

３
千
円（
全
８
回
分
）

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

★
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用

し
て
行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル

の
向
上
・
肥
満
解
消
を
目
的
に
し

た
水
中
運
動
で
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　

１
月
23
日
㈫　

13
時
〜

14
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
・
回
数
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
２
０
０
円

■
持
参
品　
水
着
、キ
ャ
ッ
プ
、
タ

オ
ル

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
体
育

館
☎
63
・
３
３
３
９

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

教
室

　

玄
米
と
野
菜
を
基
本
に
し
た
、

素
材
本
来
の
お
い
し
さ
を
引
き
出

す
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
黒
豆
ご

飯
・
豆
乳
の
ク
リ
ー
ム
煮
・
車く
る
ま
ぶ麩

の
チ
ャ
ン
プ
ル
・
冬
野
菜
の
ア
ッ

プ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
サ
ラ
ダ
」で
す
。

■
日
時　

１
月
23
日
㈫　

10
時
〜

14
時

■
場
所　

は
つ
の
・
あ
そ
び
の
森

こ
ど
も
園
純
青
館

■
定
員　

15
人

■
講
師　

正
食
協
会
師
範
・
角
屋

敷
ま
り
子
さ
ん

■
参
加
料　

１
回
千
円
（
材
料
代
、

資
料
代
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

は
つ
の
・

あ
そ
び
の
森
こ
ど
も
園
☎
63
・

６
７
２
１
／
FAX 

63
・
０
１
３
４
／

メ
ー
ル　

info@
hatsuno.net

熊
本
県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー

「
終
末
期
医
療
に
お
け
る
救
急
搬
送
」

　

参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
21
日
㈬　

14
時
〜

■
場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦
北
広
域

行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
警
防
課

☎
63
・
１
１
９
１

母
に
寄
り
添
っ
た
介
護
経
験
を
語
る

作
家
・
落
合
恵
子
さ
ん
講
演
会

　

在
宅
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

　

作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
が
、
認

知
症
を
患
っ
た
自
身
の
母
親
に
寄

り
添
っ
て
介
護
し
、
在
宅
で
看
取

る
ま
で
の
７
年
間
の
経
験
を
語
り

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
11
日
㈰　

13
時
〜

14
時
30
分

■
場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

４
０
０
人

■
テ
ー
マ　
「
母
に
歌
う
子
守
唄

̶

介
護
す
る
こ
と
、さ
れ
る
こ
と̶

」

■
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
年
齢
、

郵
便
番
号
・
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
者
に
「
講
聴
券
」
を
送

付
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
６
１
、
水
俣
市
八
幡
町

２
丁
目
１
番
33
号
、
水
俣
芦
北
圏

域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
（
水
俣
市
芦
北
郡
医
師
会

内
）
☎
84
・
９
９
９
６
／
FAX 

84
・
９

９
９
７
／
メ
ー
ル　

m
azikyo@

able.ocn.ne.jp

©神ノ川智早

▲落合恵子さん

市立総合体育館

【
有
料
広
告
】
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韓
国
語
教
室

レ
ッ
ス
ン
無
料
体
験

　

韓
国
人
講
師
が
、
初
め
て
の
人

に
も
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
授

業
を
行
い
ま
す
。

　

初
級
ク
ラ
ス
の
レ
ッ
ス
ン
を
、

無
料
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
30
日
㈫　

19
時
〜

20
時

■
場
所　

公
民
館
分
館
会
議
室

■
定
員　

10
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

皆
越
☎

０
８
０
・
８
３
９
０
・
０
６
７
７

華
道
家
元

池
坊
水
俣
支
部
花
展

■
日
時　

１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

10
時
〜
17
時（
28
日
は
16
時
ま
で
）

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

池
坊
水
俣
支

部
・
山
尾
☎
63
・
６
０
３
０

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

１
月
27
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

八
幡
宮
参
集
殿

■
対
象　

小
学
生
ま
で
の
子
ど
も

の
子
育
て
中
の
人

■
テ
ー
マ　

子
ど
も
の
能
力
を
引

き
出
す
親
の
一
言

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会

水
俣
市
・
上
田
☎
０
８
０
・
９
０
５

１
・
７
６
０
９

第
45
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時　

３
月
４
日
㈰　

開
会
式

８
時
50
分
〜

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

■
参
加
資
格　

平
成
30
年
１
月
１

日
現
在
で
市
内
在
住
・
在
学
・
在

職
の
人

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
４
千
円

■
申
込
受
付
期
間　

１
月
24
日
㈬

〜
２
月
７
日
㈬

■
申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込

書
に
参
加
料
を
添
え
て
、
市
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
市
立

総
合
体
育
館
２
階
事
務
所
内
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
要
項
、

参
加
申
込
書
、
コ
ー
ス
図
な
ど
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
☎
63
・
９
３
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ

こ
ろ
旅
」お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
予
定
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ

こ
ろ
旅
（
２
０
１
８
春
の
旅
）」。

　

３
月
26
日
に
沖
縄
県
を
ス
タ
ー

ト
。
鹿
児
島
、
熊
本
、
長
崎
と
九

州
を
北
上
し
、
山
口
、
島
根
、
鳥

取
と
日
本
海
側
を
巡
っ
て
美
濃
国
、

岐
阜
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
し

ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
「
忘
れ

ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ

わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
熊
本
県
の
放
送
予
定　

４
月
16

日
㈪
〜
20
日
㈮

■
応
募
締
切
日　

３
月
５
日
㈪
必

着■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い

出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
明
記
し
て
、
郵
送
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

03
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７

▼
郵
送

　

〒
１
５
０
ー
８
０
０
１
（
住
所
不

　

要
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

　

nhk.or.jp/kokorotabi/

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・

０
６
６
ま
た
は
☎
０
５
０
・
３
７
８

６
・
５
０
０
０

「
芸
能
大
会
２
０
１
８ in 

お

れ
ん
じ
館
」
出
演
者
募
集

　

毎
年
恒
例
の
芸
能
大
会
で
、
日

頃
磨
い
た
あ
な
た
の
芸
を
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

踊
り
、
歌
、
太
鼓
、
大
道
芸
な

ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
あ

な
た
が
主
役
で
す
。
参
加
す
る
こ

と
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

出
演
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

３
月
11
日
㈰　

13
時
〜

16
時

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
申
込
締
切
日　

３
月
２
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
れ
ん

じ
館
☎
62
・
２
１
１
１

募  集

写真提供＝ＮＨＫ

【
有
料
広
告
】
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シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場

「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
が
開

校
す
る「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」

は
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場

で
す
。

　

年
間
40
回
、
毎
回
異
な
る
テ
ー

マ
の
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し
て
、

新
た
な
自
分
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
入
学
資
格　

県
内
在
住
で
、
学

習
意
欲
が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
３

月
１
日
㈭

■
場
所
・
開
催
日
時

○
八
代
校
（
定
員
60
人
）

　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
（
八
代
市
新
町
）、
毎
週
火
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
受
講
期
間　

４
月
〜
平
成
31
年

３
月
（
毎
週
１
講
座
、
全
40
回
）

■
受
講
料　

入
学
金
５
千
円
、
受

講
料
１
万
５
千
円
（
全
40
回
分
）

※
入
校
時
に
一
括
納
入

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
☎
０
９

６
・
３
５
４
・
３
０
８
３

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
は

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
次
の
期
間

に
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
て
、
所
得
税
・
復

興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
・
地
方

消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
に

関
す
る
相
談
に
電
話
で
応
じ
て
い

ま
す
。

　

自
動
音
声
案
内
が
流
れ
た
ら

「
０
番
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

答
え
る
他
、
内
容
に
よ
っ
て
職
員

が
答
え
ま
す
。

■
開
設
期
間　

１
月
17
日
㈬
〜
３

月
15
日
㈭

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

八
代
税

務
署
☎
０
９
６
５
・
32
・
３
１
４

１
（
自
動
音
声
案
内
）

司
法
書
士
と
市
の

合
同
市
民
相
談

　

相
続
、
遺
言
、
売
買
、
成
年
後

見
、
債
務
整
理
な
ど
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
が
、事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
18
日
㈭　

13
時
〜

15
時

■
場
所　

市
役
所
仮
設
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎
61
・
１
６
５
６

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
多
重
債
務
、
成

年
後
見
（
※
）、
扶
養
関
係
な
ど
、

法
律
に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士
が

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
成
年
後
見
と
は
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
法
律
行
為
を
手
助

け
す
る
制
度
で
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
㈬　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
相
談
室
（
も
や
い
館
１
階
）

■
申
込
締
切
日　

２
月
21
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
や
い

☎
62
・
３
０
３
０
／
FAX 

63
・
３
５
７

０
／
メ
ー
ル　

houkatsu@
m
ina

m
ata-shakyo.jp

使
用
者
も
、
労
働
者
も

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！ 

最
低
賃
金

　

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
☎

０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

相  談

♥

伝言板

●地域別最低賃金 時間額 効力発生日

熊本県最低賃金 ７３７円 平成29年
10月１日

●特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機会器具製造業 ７８２円

平成29年
12月15日

自動車・同附属品製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関製造業 ８３２円

百貨店、総合スーパー ７４０円

親水護岸

【
有
料
広
告
】
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「
誰
か
じ
ゃ
な
い 

自
分
が
動

く 
は
た
ち
の
献
血
」

　

１
月
・
２
月
は
「
は
た
ち
の
献

血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。

　

献
血
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
、
成

分
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

冬
季
は
献
血
者
が
減
少
し
が
ち

な
た
め
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し

や
す
い
季
節
で
す
。
県
で
は
、
１

月
・
２
月
の
２
カ
月
間
、
成
人
式

を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を

中
心
に
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に

献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
初
め
て
の

献
血
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

県
薬
務
衛
生
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
４
２

20
歳
を
迎
え
た
人
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
ま
で
の
人

は
、
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
、
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き　
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
年
金
事
務
所
に
郵

送
す
る
か
、
市
民
課
年
金
医
療
保

険
係
（
市
役
所
仮
設
庁
舎
１
階
５

番
窓
口
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
書
が
納
期
限
ま
で
に

届
か
ず
、「
納
め
忘
れ
」
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
制
度
な
ど　

次
の
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
免
除
制
度　

収
入
が
一

　

定
の
額
以
下
で
あ
っ
た
り
、
離

　

職
中
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
の

　

納
付
が
困
難
な
場
合

▼
納
付
猶
予
制
度　
50
歳
未
満
の
人

▼
学
生
納
付
特
例
制
度　

学
生
で

　

収
入
が
な
い
場
合

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
35
・
６
１
４
３

／
市
民
課
☎
61
・
１
６
２
２

大
学
通
信
教
育

春
季
合
同
入
学
説
明
会

　
（
公
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
に
加
盟
す
る
大
学
・
大
学
院
・

短
期
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
講
義
内
容
や
学

習
方
法
、
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
参
加
者
の
相
談
を
直
接
受
け

付
け
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し

込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加

校
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

uce.or.jp/

■
日
時　

１
月
28
日
㈰　

11
時
〜

16
時

■
場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
）

■
対
象　
一
般
、
高
校
生

■
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会
☎
03
・
３
８

１
８
・
３
８
７
０

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済
制
度

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な

っ
た
人
が
、
過
去
に
石
綿
業
務
に

従
事
し
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災

保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/new

-info/kobe
tu/roudou/gyousei/rousai/
120406-1.htm

l

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
労

災
補
償
課
☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３

１
８
３

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
対

策
室
☎
61
・
１
６
３
０

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税 ４期
１
月
31
日
㈬

１
月
29
日
㈪

国民健康保険税

７期
介護保険料

後期高齢者
　　医療保険料
納期限内の納付にご協力をお願いします。

【
有
料
広
告
】
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公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

送
付
し
ま
す（
税
の
申
告
用
）

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
年
金
な
ど
（
老
齢
や
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
）
は
、
所

得
税
法
上「
雑
所
得
」と
み
な
さ
れ
、

所
得
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者
（
日

本
年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
）
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど

う
か
に
関
係
な
く
、
老
齢
年
金
な

ど
の
年
金
受
給
者
全
員
に
平
成
29

年
分
（
１
月
〜
12
月
）の
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作
成
し
、

１
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
「
障
害
年
金
」、「
遺
族
年
金
」

は
課
税
対
象
外
の
た
め
送
付
し
ま

せ
ん
。

■
源
泉
徴
収
票
の
記
載
内
容　

１

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、

社
会
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴
収

税
額
、
控
除
内
容
な
ど
。

◆
確
定
申
告
に
必
要
で
す

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告

の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
源
泉
徴

収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提

　

出
し
て
い
る
人

○
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得

　

が
あ
る
人

○
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
の
合

　

計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計

　

額
を
超
え
る
人 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

05
・
１
１
６
５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

／
八
代
年
金
事
務
所
☎
０
９
６
５
・

35
・
６
１
２
３

確
定
申
告
に
必
要
で
す 

社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
対
象
は
、
平
成
29
年
１
月
〜

12
月
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
家

族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
日
本
年
金
機

構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確

定
申
告
の
際
に
必
ず
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

■
送
付
時
期　

○
平
成
29
年
１
月
１
日
〜
９
月
30

　

日
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　

し
た
人
に
は
、
平
成
29
年
11
月

　

上
旬
に
送
付
。

○
平
成
29
年
10
月
１
日
〜
12
月
31

　
日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

　

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

　

平
成
30
年
２
月
上
旬
に
送
付
。

■
問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
ま
た

は
☎
03
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

※
３
月
15
日
㈭
ま
で
開
設
。
受
付

時
間
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金

曜
の
８
時
30
分
〜
19
時
、
第
２
土

曜
の
９
時
〜
17
時
。

納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

「
後
納
制
度
」で
納
付
で
き
ま
す

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」

が
、
平
成
27
年
10
月
〜
平
成
30
年

９
月
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算

し
た
「
資
格
期
間
」
が
原
則
25
年

以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年

８
月
か
ら
は
、
資
格
期
間
が
10
年

以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
後
納
制
度
を
利
用
し
て
不

足
し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か

っ
た
人
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制

度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
「
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０
・
０
０

３
・
０
０
４
／
八
代
年
金
事
務
所

☎
０
９
６
５
・
35
・
６
１
２
３

広
報
み
な
ま
た
２
月
15
日
号

原
稿
締
切
日
は
２
月
１
日
㈭

　

お
知
ら
せ
記
事
の
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
仮
設
庁
舎
２
階
総
務
課
広

報
の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
る
な
ど
、
受

け
付
け
が
困
難
な
場
合
に
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
締
切
日
を

過
ぎ
る
と
掲
載
の
お
約
束
が
で
き

ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

　

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

　

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割

　

愛
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広

報
担
当
）
☎
61
・
１
６
５
５
／

FAX 

62
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル 

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

【
有
料
広
告
】
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消防団応援の店

水俣市
危機管理防災課

消防団員

利用者証
の交付

表示証・認定証
の交付

登録申請

利用者証の提示

サービスの提供

★「消防団応援の店」のしくみ

「消防団応援の店」を募集します

◆
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
例

○
飲
食
や
購
入
の
代
金
割
り
引
き

○
会
員
カ
ー
ド
な
ど
の
付
与
ポ
イ

　

ン
ト
割
り
増
し

○
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
料

　

金
割
り
引
き

○
来
店
時
の
飲
食
物
や
記
念
品
の

　

進
呈

○
温
泉
施
設
な
ど
で
の
入
浴
料
金

　

割
り
引
き　

な
ど

◆
応
援
の
店
の
メ
リ
ッ
ト

○
消
防
団
を
応
援
す
る
店
と
し
て

　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

○
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
の
利
用

　

促
進
に
よ
る
集
客
効
果

○
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

な
ど
で
店
舗
が
紹
介
さ
れ
る
こ

　

と
に
よ
る
宣
伝
効
果　

な
ど

■
登
録
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

あなたのお店も登録しませんか？

「消防団応援の店」は、地域防災の要である消防
団員やその家族を、料金割引などサービスの提供
で応援するお店です。
「消防団応援の店」になるためには、市に登録す
る必要があります。

■申込・問い合わせ　市危機管理防災課
　☎61‒1604 ／ FAX 62‒0611
　メール　bousai@city.minamata.lg.jp
　市ホームページ　http://www.city.minamata.lg.jp
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「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

　新年明けましておめでとうございます。
　今年は元旦から天気に恵まれ、市民の
皆さんも素晴らしいお正月を迎えられたこ
とと思います。私は夫婦で、亀嶺峠に初日
の出を見に行ってきました。たくさんの人
で大にぎわいの頂上は、石飛むらおこし会
の皆さんの手できれいに整備され、豚汁や
ぜんざいの振る舞いで迎えていただき、大
変気持ちよく初日を見ることができました。
ありがとうございました。

　昨年は、市長就任４年目として、「輝く水
俣づくり」に邁進した一年でありました。就
任以来、新しい水俣のまちづくりを一歩も
二歩も進めることができたと確信していま
す。今年の２月をもって任期満了を迎えま
すが、私は水俣にはもっと可能性があると
確信しています。

　いよいよ、平成30年度中には南九州西
回り自動車道水俣インターチェンジ（仮
称）が開通する予定です。西回り自動車道
の延伸によって、水俣に人の流れができま
す。これに合わせて、エコパーク水俣に道
の駅・海の駅を合わせた物産館構想を進
めています。高速道路を利用して熊本・福
岡から水俣に足を運んでくださるたくさん
の人の受け皿になると思っています。

　熊本地震により被災した庁舎は、財源
確保が未確定ではありましたが、危険な
建物で行政サービスを行うことはできない
と判断し、建て替えに踏み切りました。水
俣市議会、地元県議会議員、地元選出の
国会議員のご支援もいただきながら、国の
財政的な支援を受けられる見通しも立ち、
次の水俣を担う世代に大きな負担をかけ
ずに建設できることとなりました。
　新庁舎には、可能な限り再生可能エネ
ルギー（水力・太陽光など）を取り入れ、環
境首都にふさわしいものにしたいと考えて
います。

　環境への取り組みを進めながら、地元
の各種産業の支援・開発はもちろん、エコ
住宅補助、子育てや教育支援、福祉の充
実など、小さくてもエコなまちを実現させ
てまいります。国難ともいえる少子高齢化・
人口減少の社会ではありますが、海・山・川
といった水俣の美しい自然を守り、ないも
のねだりではなく、今あるものにスポットを
当て、磨き上げていくことが必要です。
　「水俣に生まれて良かった」「水俣はよか
とこばい」「水俣に来んですか」と自信をも
って言える「新しい水俣づくり」をスタート
しましょう。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

▲たくさんの人と今年最初の日の出を見ることができました

東奔西走

▲頂上まで、歩きやすくきれいに整備されていました
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◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

丸
山
和
典（
白
浜
町
）、橋
口
正
則（
大
園
町
）、

山
口
康
子（
古
賀
町
）、盛
下
修
一（
湯
出
）、江
口

和
恵（
南
福
寺
）、宮
崎
芳
博（
中
鶴
）、松
田
茂
樹

（
熊
本
市
）、井
伊
（
川
越
市
）、デ
イ
サ
ー
ビ

ス
長
寿
村
、生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と
家
庭
会
、

水
俣
素
人
芸
人
ひ
ょ
げ
踊
り
実
行
委
員
会

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
梅
荘
へ

み
す
ず
会

◆
児
童
養
護
施
設  

光
明
童
園
へ

園
田
謙
二
郎（
八
ノ
窪
）、川
野
学（
古
賀
町
）、

児
玉
嘉
作（
熊
本
市
）、矢
野
周
作（
熊
本
市
）、

水
俣
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
長
寿
村
、水
俣
モ
ナ
コ
パ
レ
ス
、外
国
語
指

導
助
手
他
、ほ
っ
と
も
っ
と
、Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
、池
田
心
善
社
、ス
ウ
ィ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
み

む
ら
、鶴
屋
百
貨
店
、明
治
安
田
生
命
、ち
い

さ
な
ち
い
さ
な
パ
ン
屋
さ
ん
、ラ
ラ
ち
ゃ
ん

ハ
ー
ト
フ
ル
ツ
ア
ー
、㈱
ゆ
の
た
に

井
い い

伊　フジ子

一
い ち の せ

ノ瀬　正
まさとし

敏

柏
かしわぎ

木　ヤヨ子

岩
いわさき

﨑　義
よしのぶ

信

梅
うめざき

﨑　ヒサ子

江
えぐち

口　正
まさやす

安

岡
おかもと

本　サツ

嘉
か だ

田　紀
のりこ

子

柏
かしわぎ

木　芳
よしお

雄

檞
くぎもと

本　愛
あいこ

子

小
こさ き

﨑　勝
かつじ

次

五
ご た ん だ

反田　良
よしお

雄

杉
すぎさこ

迫　秀
ひでき

記

千
せん ば

場　ナツ子

竹
たけもと

本　信
のぶお

夫

嶽
たけもと

本　弘
ひろし

田
たな か

中　スエ

堤
つつみだ

田　俊
としみつ

光

寺
てらとこ

床　アキノ

出
でぐち

口　孝
たかこ

子

橋
はしぐち

口　勇
いさむ

橋
はしぐち

口　チズヱ

橋
はしもと

本　里
さとみ

美

平
ひら い

井　ふみ子

廣
ひろた

田　隆
りゅういち

一

渕
ふちがみ

上　敏
としこ

子

前
まえ だ

田　ヤス子

宮
みやた

田　ツヤ

盛
もりした

下　笑
えみこ

子

山
やまぐち

口　徹
てつし

志

山
やまぐち

口　保
やすひこ

彦

山
やま だ

田　光
みつひろ

博

有
ありむら

村　路
ろ く

久　　（丸島町）

池
いけのもと

ノ本　陽
ひ な

菜　（築　地）

緒
おがた

方　愛
あいり

莉　　（　袋　）

園
そのむら

村　花
はなた

太　　（丸島町）

田
たなか

中　志
し ほ

歩　　（八幡町）

西
にしばやし

林　月
る こ

虹　　（月　浦）

溝
みぞぐち

口　聡
そうた

大　　（八ノ窪）

溝
みぞべ

部　遥
はると

都　　（丸島町）

森
もりおか

岡　一
いちか

叶　　（古　城）

◆
児
童
養
護
施
設  

湯
出
光
明
童
園
へ

田
畑
恵
子（
袋
）、川
野
学（
古
賀
町
）、田
中

政
勝（
湯
出
）、匿
名（
熊
本
市
）、富
永
郁
子

（
雲
仙
市
）、千
足
三
津
子（
川
崎
市
）、冨

田
め
ぐ
み（
横
浜
市
）、門
司
一
徹（
東
京
都
）、

扇
ス
ポ
ー
ツ
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
長
寿
村
、宮
本

ガ
ス
、水
俣
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、美
・

ウ
ィ
ン
グ
、コ
ア
21
水
俣
店
、前
川
家
具
店
、興

南
電
気
、15
区
の
皆
さ
ん
他
、田
中
設
備
、熊
本

県
遊
技
業
協
同
組
合
、熊
本
県
、鶴
屋
百
貨
店
、

熊
本
市
事
業
家
の
皆
さ
ん
、ク
リ
ス
マ
ス
ト
イ

ド
ラ
イ
ブ
熊
本
、九
州
労
働
金
庫
、ほ
っ
と
も
っ

と
、楽
天
㈱
、日
本
鏡
餅
組
合
、全
国
シ
ャ
ン

メ
リ
ー
協
働
組
合
、

◆
ケ
ア
ハ
ウ
ス 

リ
ブ
・
ラ
ン
扇
へ

馬
場
慶
子（
浜
町
）、す
ず
か
け
保
育
園
、わ

か
た
け
保
育
園

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

や
す
ら
ぎ
苑
へ

檞
本
義
男（
桜
ケ
丘
）

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

白
梅
の
里
へ

下
鶴
正
秋（
久
木
野
）、水
俣
高
校
吹
奏
楽
部

100 歳　幸町

94歳　洗切町

97歳　湯出

88歳　月浦

96歳　陣内

90歳　南福寺

92歳　月浦

79歳　浦上町

91歳　湯出

90歳　桜ケ丘

59歳　大迫

87歳　多々良

88歳　桜ケ丘

89歳　古城

86歳　八ノ窪

91歳　葛渡

86歳　丸島町

85歳　多々良

99歳　古里

79歳　浜町

86歳　大園町

92歳　大園町

82歳　市渡瀬

81歳　牧ノ内

67歳　月浦

85歳　浜町

84歳　中鶴

90歳　浜町

90歳　湯出

81歳　古賀町

76歳　長崎

72歳　桜井町

くん

くん

◆
市
立
図
書
館
へ

水
俣
市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

市
の
福
祉
充
実
へ
活
用

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附

　

12
月
18
日
に
、市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
１
円
玉
募
金
で
集
め

た
寄
附
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。こ
れ
は
平
成
12

年
か
ら
毎
年
行
な
っ
て
お
り
、今
年
は
九
州
北

部
豪
雨
の
被
災
地
に
も
寄
附
を
し
ま
し
た
。中

村
松
雄
会
長
は「
市
の
福
祉
の
推
進
に
使
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

♪♪
♪♪

ちゃん

お誕生
おめでとう！
12 月受付分

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

集まった寄附金を渡す市老人クラブ連合会
会長・中村松雄さん
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【
有
料
広
告
】

������

■やさしい韓国語講座
 （13:30～　市ふれあいセンター）
■まちの保健室
 （13:00～15：00
　　 エムズシティ１階）

■編み物教室
（13:00～市ふれあいセンター）

■チェーンソーお手入れ講習会
 （13:00～ まるごと農場）
■合同市民相談
 （13:00～15：00 市民相談室）

■みなまたキッチンスクール
「好きをシゴトで考える」
（13:30～水俣環境アカデミア）

■初級ピラティス教室
（13:30～ 旧三中体育館）
【毎週金曜日 ～3月16日】
■学校給食フォーラム
（14:00～市公民館ホール）

■水俣新鮮市
（9:00～ 道の駅みなまた）
■子育てセミナー
（10:00～ 八幡宮参集殿）
■池坊水俣支部花展
（10:00～17：00
 もやい館２階）【～28日】

■韓国語教室
（19:00～ 市公民館）

■「モノ語り」ワークショップ
 　（10:00～ 水俣病資料館）

■水俣市長選期日前投票
 　（8：30～20：00 
　秋葉会館）【～2月3日】
　※12ページ参照

火月日 水 木 金 土

11

※土・日曜日と祝日、月～金曜日の17時15分以降の市役所への連絡・通報は ☎61-1646・☎63-1111まで
　困り事・お悩みは市民相談室へ ☎61-1643（原則、火・木・金曜日の９時～15時）
　日曜（休日）当番医・休日当番薬局は変更になることがあります。受診前に電話でご確認ください。
　カレンダーに掲載したイベントなどの日時や場所は、変更になることがあります。

9

25 26

13　

■水俣市長選投票日
 　（7：00～ 各投票所）
　※12ページ参照
♥日曜当番医／白梅病院
　☎63-7575
♥日曜当番薬局／平和薬局　
　センター店☎62-0230

6

防災無線の内容が
分からなかったら

　　防災無線
テレホンサービス
  ☎62-6222　

21 22 23 24

■リ・グラスアート作り
（10:00～ 県環境センター）
♥日曜当番医／佐藤クリ
ニック☎69-3007
♥日曜当番薬局／日本調剤
 　水俣薬局☎68-2193／
あじさい薬局☎62-1172

74

29  

10

14 1512

8

■八代年金事務所出張相談
   （9:30～15:30もやい館）
  ※要予約☎0965-35-6123
●３歳６カ月児健診
　【H26.6月生】
   （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

■行政相談
 （9:00～12：00 市民相談室）
●６カ月児健診
　  【H29.6月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

■ローカル・ビジネス・
　サミット2018
（13:00～ 水俣環境アカデミア）
■八代年金事務所出張相談
   （9:30～15:30・もやい館）
  ※要予約☎0965-35-6123

27

■久木野しし鍋マラソン
  （9：00～愛林館周辺）
■落合恵子講演会
  （13：00～
 つなぎ文化センター）
♥日曜当番医／尾田胃腸
　科☎63-3438
♥日曜当番薬局／ファーコ
　ス薬局おれんじ☎62-0230

暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー
　

1月15日～2月16日1月15日～2月16日

2/1 3

●集団健診（追加）
 （8：00～9：50　保健センター）
♥日曜当番医／天神耳鼻
　 咽喉科☎62-8733
♥日曜当番薬局／あかね薬
    局☎68-2356／平和薬局セ
　ンター店☎62-0230

28 30

■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104

19 20

5

31

●母子手帳交付・ 
　育児相談【毎週㈪】
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

■税務相談
 （13:00～16：00 市民相談室）
♥献血
もやい館（市保健センター）
（9：00～12：30 ）
白梅病院
 （14：00～16:00 ） 

■マクロビオティック料理教室
（10:00～ 
はつの・あそびの森こども園）
■ミットアクア
（13:00～ 市総合体育館）
●４カ月児健診
　【H29.9月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

17 18

■やさしい糖尿病教室①
（13：30～医療センター）
【②2/9、③2/16】
●１歳６カ月児健診
　 【H28.7月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

◆広報みなまた
　２月１5日号発行日

15 16

2

■万華鏡&UVビーズ
　ストラップ作り
 （10:00～ 県環境センター）
■行政相談
 （9:00～12：00 もやい館）

■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104

♥休日当番医／緒方眼科
　医院☎63-3881
♥日曜当番薬局／あかね薬
    局☎68-2356／薬局平和
　調剤古賀町店☎62-2272

◆広報みなまた
　２月１日号発行日

■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104
♥献血
JNC㈱水俣製造所
（関係者に限る）
 （9：00～12:00、13：00～16:00 ） 

●母子手帳交付・育児相談
 （8:30～13:00
　　  保健センター）
♥献血
水俣警察署
 （10：00～12:30 ）
JNC開発㈱
 （14：00～16:00 ）
※JNC開発㈱は関係者に限る
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2018年（

平
成
30年

）
 １
月
合
併
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
53　

☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

　
袋
湾
に
浮
か
ぶ
養
殖
い
か
だ
。そ
こ
か
ら

海
中
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
い
く
つ
も
の
か
ご

に
は
、た
く
さ
ん
の
カ
キ
が
出
荷
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。こ
こ
が
、金
子
さ
ん
の
仕
事
場
で
す
。

　
水
俣
の
マ
ガ
キ
養
殖
は
、平
成
25
年
２
月

に
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
は
３
軒
が
取
り
組

ん
で
い
て
、規
格
以
上
の
大
き
さ
の
も
の
を

「
恋
路
カ
キ
」と
名
付
け
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
前
か
ら
は
牡
蠣
小
屋
の
運
営
を
開
始
。

小
ぶ
り
で
も
味
が
い
い「
恋
路
カ
キ
」を
手
軽

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、そ
の
魅
力
を
市

内
外
の
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。「
お
い

し
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し

い
」と
金
子
さ
ん
は
言
い
ま
す
。今
で
は
、カ
キ

を
目
当
て
に
水
俣
を
訪
れ
る
人
も
増
え
、冬

の
名
物
と
し
て
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
金
子
さ
ん
の
養
殖
い
か
だ
が
あ
る
袋
湾
は
、

山
か
ら
５
つ
の
水
系
が
流
れ
込
み
、カ
キ
の
餌

と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
で
す
。と

は
い
え
、養
殖
は
自
然
と
生
き
物
が
相
手
で

す
。天
候
や
水
温
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

関
係
す
る
た
め
、今
も
こ
の
地
域
に
合
っ
た

最
適
な
方
法
を
手
探
り
で
模
索
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　「
採
算
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
け
れ
ど
、効
率

的
な
方
法
を
確
立
で
き
れ
ば
、新
規
参
入
も

し
や
す
く
な
る
。そ
う
し
た
人
に
技
術
や
設

備
に
つ
い
て
も
力
に
な
り
た
い
」

　
お
い
し
い
カ
キ
を
育
て
る
と
と
も
に
、地
域

を
元
気
付
け
る「
私
た
ち
の
宝
も
の
」と
し
て

水
俣
の
カ
キ
を
育
て
る
た
め
に
、金
子
さ
ん

は
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

▼
最
近
、身
の
回
り
で
立
て
続
け
に
パ
ソ
コ
ン
の

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。広
報
み
な
ま
た

編
集
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
始
ま
り
、自
宅
で
、実
家

で
、あ
ち
こ
ち
で
ほ
と
ん
ど
同
時
に
発
生
。私
物

は
ま
だ
し
も
、仕
事
の
道
具
が
動
か
な
い
の
は
と

っ
て
も
マ
ズ
イ
。突
貫
工
事
で
な
ん
と
か
復
旧
、

新
年
も
広
報
み
な
ま
た
を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

▼
機
械
に
頼
っ
て
ば
か
り
だ
と
、壊
れ
た
と
き
に

途
方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ち
ゃ
ん
と
自
分
の

手
足
を
、頭
を
働
か
せ
て
、Ａ
Ｉ
な
ん
か
に
仕
事

を
取
ら
れ
な
い
よ
う
、今
年
も
頑
張
り
ま
す
！

Vol.12

編 

集 

後 

記

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

福

水俣市漁業協同組合マガキ養殖部会長

金子 満博 さん（袋）

穏やかな海と豊かな山が育むマガキを
地域の名産品に、誇れる宝ものに育てたい！

　道の駅みなまたで、毎年恒例の牡蠣小屋がオ
ープンしています。ここで提供されるカキは、水俣
の海で養殖されたマガキ。中でも規格を満たした
ものを「恋路カキ」と呼んでいます。穏やかな海と、
豊かな山からの水に育まれた身は、小ぶりでも濃
厚でクリーミーな味わいが特徴です。恋路カキの
養殖に取り組んでいる水俣市漁協で、マガキ養殖
部会長を務めているのが、金子満博さんです。

牡蠣小屋は道の駅みなまたで土曜・日曜の10時～営業です♪

人人人人人人人人人人人人
V l12
人人人人人人人人水俣ひと辞典がまだす

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて
〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチのペ ッ ト

か　き

まだまだ元気、最高の家族です♪

堤田さん家の  

リル 
ち

（♀・10才・百間町）
ちゃん

藤

▼
編
集
に
追
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
１
月
も
半
ば

に
な
り
ま
し
た
。時
間
が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
ね
。今
年
も
広
報
み
な
ま
た
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
▼
表
紙
の
初
日
の
出
を
撮
る
た
め
に
亀
嶺
峠

に
登
り
ま
し
た
。初
め
て
見
る
初
日
の
出
に
今

年
１
年
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
気
が
し

ま
す
。亀
嶺
峠
の
頂
上
は
と
て
も
寒
か
っ
た
で
す

が
、初
日
の
出
の
感
動
を
そ
の
場
に
居
た
人
た

ち
と
共
有
で
き
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
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